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活
動
を
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て

熟
議
し
、
学
校
運
営
方
針
な
ど
の

承
認
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、
活
動
に
参

加
し
た
い
地
域
の
方
と
を
結
び
つ

け
ま
す
。

学
校
と
地
域
の
連
携
を

よ
り
親
密
な
も
の
に

　

市
内
で
は
、こ
れ
ま
で
も
多
く

の
地
域
の
方
に
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
従
来
の
取
り
組
み
を
生
か

し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
に
学

校
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
活
動
を
充
実
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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教
育
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務
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地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
を
育
て
る

　
「
え
べ
つ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
は
、保
護
者
・
地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
に
、授
業
や
課
外
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
支
援

や
見
守
り
活
動
な
ど
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
り
す
る
と
と
も
に
、教

育
や
学
校
運
営
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
地
域
で

学
校
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　

江
別
市
教
育
委
員
会
は
、こ
の
仕

組
み
を
市
内
全
て
の
小
中
学
校
で

平
成
29
年
4
月
に
導
入
し
ま
し
た
。

地
域
が
考
え
実
行
す
る

学
校
支
援

　

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど

か
ら
な
る
「
学
校
運
営
委
員
会
」

は
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
学
校

江別市教育委員会

①学校運営に参画
②学校関係者評価

③学校活動に参加・支
援

保護者と
地域の皆さんなど

小・中学校
学校運営委員会

江別市
教育委員会

保護者・地域の
皆さんなどを
委員に任命

学校支援地域本部
（コーディネーター）

地域の協力を得て、学習や
環境整備、安全確保などの
教育活動を支援します

学校運営に
　関する意見

子どもたちのために
できることを検討

「学校運営の課題」を話し合う場に
　保護者・地域の皆さんなどからなる「学
校運営委員会」は、子ども像や学校の重点
目標などを話し合い、学校が抱える諸課題
について熟慮と議論を重ねて解決したり、
学校が行う自己評価を客観的に確認した
りする役割を持ちます。
　学校と地域との連携を深めることで、
地域ぐるみで子どもたちを支える活動が
継続し、充実していくことを目指してい
ます。

▼ 中央中の第一回学校運営委員会

学校運営委員会は、図中
① ～ ③ の「3 つ の 機 能 」
をもっています

地域×学校
地域のチカラが学び舎を支える

えべつ型コミュニティ・スクール
地域×学校
地域のチカラが学び舎を支える

えべつ型コミュニティ・スクール

道内最多
26校に
一斉導入
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  児童・生徒にとって、どんな意味がありますか
　子どもたちにとっての利点は、見守ってくれる地域の方の存在を実感でき、安
心感が生まれることです。また、交流を通して大人との付き合い方を学ぶとともに、
顔見知りになることで地域に不審者を寄せ付けない防犯的な意味も生まれます。

 コミュニティ・スクールの導入で変ったことはありますか
　地域の方の協力は以前からありましたが、コミュニティ・スクールの組織がで
きたことで、改めて地域の方と話し合う場ができました。また、今までは参加し
ていなかった方からの感想や意見が聞けたことも大きな意味があります。今後は、
地域の方と課題を共有する機会をより増やしていきたいと思います。
　地域の方が参加できる機会は、自治会で回覧する「学校だより」などでお知ら
せしています。まずは参加して、子どもたちとのつながりを深めていただきながら、
地域とともにある学校に育てていただければと思います。

  参加した地域の方から反響はありましたか
　本校の「地域ふれあい交流まつり」では、３つの自治会の女性部が協力して、
豚汁をふるまっていただきました。自治会の枠を越えて縁が深まったという声も
あり、地域同士で横のつながりを広げるきっかけにもなったようです。

まち
づくり
政策 地域×学校

地域のチカラが学び舎を支える

えべつ型コミュニティ・スクール

1・2 文京台小「地域ふれあい交流まつり」自治会や民生委員、
PTA、おやじの会、学生ボランティアなどが参加し、子どもたちと交流を深めました／ 3 第一小「第一小 de lunch」地
域の方を招き、江別産食材を使用した給食の試食と校内の見学をしました／ 4 第二小・第二中「地域合同清掃」小中学
生と地域の方とが一緒になって校区を清掃しました／ 5 東野幌小「子どもを守る運動」自治会と PTA が連携して安全
指導や見守りを行っています／ 6 野幌中「防災教育」避難所運営を学ぶ授業が行われ、地域の方が参観しました

各校で進む学校活動への地域参加

1 2 3

4 5 6

文京台小学校 

三
み し な

科 圭
けいすけ

介 校長

地域参加を進める文京台小の三科校長に伺いました

「地域の縁を深め、見守りが安心感を生む」
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